
2022 年 1 月 27 日 

       新型コロナウィルスに関する職員への注意喚起（第 12 弾） 

                     新型コロナウィルス対策本部 

 

重症化しやすい高齢者への感染を防ぐ 
 

あらためて 「基本的な感染防止対策」 の徹底を 

兵庫県に 「まん延防止等重点措置」 を適用 

 （１月２７日～２月２０日） 

 

       「第６波」の感染拡大の勢いが止まりません。兵庫県に「まん延防止等重点措置」 

(１月２７日～２月２０日)が適用されました。現在は、子どもや若年層に感染が広が

っていますが、これから高齢者にも感染が広がります。 

    エッセンシャルワーカーが濃厚接触者（無症状・陰性確認）になった場合の待機期

間が、６日間に短縮されました。３回目のワクチン接種もまもなく開始されます。 

誰もが感染する可能性があるような状況だからこそ、より基本的な感染防止対策の

徹底が求められます。 

特に重症化しやすい高齢者への感染を、何とか防がなければなりません。 

      自分を守り、ゲストを守り、家族を守るために、あらためて「基本的な感染防止 

対策」の徹底をお願いします。 

 

職員の皆さんへのお願い 

〇 「マスクを外して人と接しない、会話をしない」「飲食時は特に注意」 

〇 手洗い・うがい・手指消毒の徹底 

〇 換気の徹底と「３密」（密閉・密集・密接）の回避 

〇 不要・不急の外出・移動の自粛 

○ 職員の食事休憩時に､十分な感染対策（仕切り、時間、人数制限等）を実施 

〇 更衣室でのマスク着用等の感染対策を徹底 

○ 発熱（平熱より高い場合も）等の体調不良時は出勤せずに、速やかに上司へ連絡 

 〇 マスクが必要な場面では、不織布の三層マスクを使用 

 

「万一感染者が出た場合でも感染を最小限に食い止め、クラスターを発生させない」 


